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はじめに

カルシウムヒドロキシアパタイト
Ca10(PO4)6(OH)2 [略称HAP]

骨や歯の無機成分で有機物を特異的に吸着

酸化チタン
TiO2

光半導体物質

HAPが、光半導体物質である微量のTiイオンのドープ（～10%）により、
構造が大きく異なるにもかかわらず、光触媒機能を発現する原因を
調べるために、XAFSおよびX線回折測定を行った

HAPの結晶構造

チタンドープカルシウムヒドロキシアパタイト
Ca10-XTiX(PO4)6(OH)2 （X≦1） [略称TiHAP]

インフルエンザウイルス・花粉等の毒素を吸着・分解
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ウイルス・花粉

TiHAP

H2O
H2OCO2 CO2

TiHAPの光触媒機能

ウイルス・花粉などの
有機物を吸着

光エネルギーを吸収して、
強い酸化分解力を持つ
ヒドロキシラジカルを生成

水と二酸化炭素まで
完全に酸化分解

紫外線

･OH ･OH ･OH



TiHAPの利用

環境材料として、空気清浄機・抗菌マスク等に利用

空気清浄機/エアコン用
フィルタ

抗菌マスク 抗菌ボールペン抗菌まな板



XAFS測定

・TiHAPの触媒活性サイトと考えられるTi近傍の局所構造は、アナターゼ構造の
TiO2に似ている

・活性と不活性のTiO2を比較し、活性試料の方が動径分布のピーク強度が減少
TiHAPの動径分布のピーク強度は、TiO2の活性試料よりもさらに減少

⇒TiHAPの光触媒機能が発現する一因として、構造欠陥の
可能性が考えられる



X線回折測定

・TiHAPで観測された全ピークは、HAPと同じ結晶構造で指数付けを行うことができる
・TiHAPのピークパターンは、アナターゼ構造のTiO2(活性)と異なっている
⇒TiHAPの光触媒活性は、 TiO2の析出によるものではない



まとめ

1. 光触媒活性サイトと考えられるTi原子近傍のXAFS測定を行った
結果、TiO2とTiHAPの動径分布は似ており、そのピーク強度は、
不活性TiO2、活性TiO2、TiHAPの順で、減少していた。TiHAPの
光触媒機能が発現する一因として、構造欠陥の可能性が考えられる。

2. 粉末X線回折測定を行った結果、TiHAP中にTiO2は観測されなかった。
TiHAPが光触媒活性を示す原因は、光触媒TiO2の析出によるものではな
いことが分かった


